
味噌汁・デザート・漬物
＊季節により多少の変更があります。
お知らせ
　前指定管理者（ＭＫホールディング㈱）が販売し
た串間温泉いこいの里の回数券・パスポート券のご
利用期限は３月31日（日）までです。
桜祭り〜本城舞踊愛好会の舞踊〜
◎日時＝３月24日（日）　正午開演
◎入場料＝無料
休館日のご案内
　３月の休館日は21日（木）です。
ご協力をお願いします
　名城大学女子駅伝部が3月21日〜30日まで合
宿を行います。本城地区の道路を練習走行します
ので、車を運転される皆さまのご協力をお願いし
ます。

ご卒業・ご入学祝いはいこいの里で！
　ご卒業やご入学祝い、歓送迎会は串間温泉いこ
いの里でぜひ、どうぞ！春の新メニュー、ミニ会席な
ど盛りだくさんのプランをご用意しています。現在、
ご予約承り中です。

いろんな味を楽しみたい女性向けに仕上げました！
【内容】
お造り（鮪）天ぷら（海老・野菜２種）・煮物（野菜）
魚付焼・合鴨ロース・卵巻・サラダ・小鉢２種・御飯・

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳

●ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。
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F R O M  E D I T O R ' S

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜

●人口 19,744人（前月比-16人）
　男9,155人　　女10,589人
　世帯数8,332世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

おたより待ってます
●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、
掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成25年2月1日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

福島地区・天神にある地域活動支援セン
ター『よつ葉工房』（野辺みき子施設長・
３人）。地域に住む障がいのある方のため
に居場所の提供や福祉就労、仲間づくり、
余暇活動などの支援をしています。「わたし
たちは利用者の方々をメンバーと呼び、家
庭的な雰囲気と１人ひとりの個性を大切に
しています」と野辺施設長。その言葉どおり、
作業に出かけるメンバーの『いってきます』
『ただいま』の声に『いってらっしゃい』『お
かえり』と温かく応える姿が印象的でした。

よつ葉工房のみなさん

古事記に挑戦中。今号で紹介した竹
田氏の講演にショックを受けたか

らだ。「世界では建国の歴史を知らない
ことは自分の父親の名前を知らないのと
同じぐらい恥ずかしいことである」皆さ
も読んでみてはいかがでしょうか？(シ )

今月休んだスローのコーナー。取材
での学びは大きく、家でも手間を

楽しむように。お茶は手製ごぼう茶を愛
飲。切って干し、炒って煮出す。化粧水、
クリームも１年以上自作。どれも手間は
かかるが安価で体に優しいのがいい(サ)

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　定休日：毎月第３水曜日

TEL 0987-75-2000

いこいの里
ミニ会席
（松華堂弁当風）
◎価格
 1,200円（税込）
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随　想

グラウンドから望む第二高畑山は日々表情を変える。
入学から卒業まで毎日のように望んだ心に残る風景。

まえかどみつと
福島高校3年（18歳）
　本城地区・下平在住。
平成６年10月８日生
まれ。沖縄県出身。小
学校５年生から中学
校２年生まで鹿児島
県下甑島で育つ。父
の転勤と高校進学の
ため串間市に引っ越
す。本城中学校を卒
業後、福島高校入学。
２年間生徒会活動を
し、生徒会長を経験。
４月よりトヨタ自動車
就職。

Profile

随想のページを書いてみませんか　　と広報担当の方か
ら提案をいただきました。高校生の自分が書いていいも

のなのかと思いましたが、高校生の目線で感じ、思う串間市
を書きます。４年前に父の転勤で串間市に引っ越してきました。
父が航空自衛隊に勤務しているので、引越しをするのは今回
で２回目。本城中学校は、以前住んでいた甑

こしきしま

島の中学校と
同じ規模の学校なのですぐに慣れることができました。本城中
学校では地区の伝統芸能である千野棒踊りを練習し、小・
中学校合同運動会で発表をしたり、秋祭りのパレードに参加
したりしました。指導してくださる方の地域の伝統芸能を大切
にする姿を見て、すばらしい地区だなと思いました。
　高校は、地元福島高校に進学。１年生のときは部活に
明け暮れ、バレーボールで宮崎県ベスト８に入る思い出に残
る経験もしました。今は部活を引退し月に２・３回、地区の
バレーボールチームの練習に参加しています。幅広い年齢
層のなかでするバレーは、ワイワイおしゃべりをするのがとても
楽しく、高校バレーとは全く違うおもしろさがあります。
　２年生になって、高校の職場体験学習で市役所の情報
政策係で体験をさせていただきました。ちょうど、生徒会長
になったときでもあり「福島高校とコラボをしていただけませ
んか」と自ら提案しました。担当の方は「すごくいいね」と

言ってくださり「魅力ある福島高校の取り組み」という題で
２カ月に１回のペースで、広報紙にレポートを投稿しました。
中学生に１人でも多く福島高校に入学して欲しい、地元の
みなさんに福島高校をより知ってもらいたいという気持ちから
でした。部活や勉強の合間に記事を書くことは大変でしたが、
文章を書くことが好きになりました。また、レポートを読んでくだ
さった方から「今月の広報に出てたね！ 頑張りないよ」「今
回の特集は分かりやすかったよ。福高にはこんなクラスがあっ
たんだね」など多くの感想を直接聞く機会が増えました。そ
れは、市民の皆さんが福島高校に多くの関心を持っていると
いうことを感じ、約２万人の市民の皆さんに福島高校の魅力
をお伝えできたことはとても貴重な経験になりました。
　串間市に住んで感じたことは串間市は観光名所が多くあり、
ブランド化された特産物など多くの地域資源を持っていること
です。行政や各団体がそれぞれに情報を発信しようと頑張っ
ていますが、まだまだ知られていないのが現状です。それを
劇的に変えるには、各団体が協力・連携することが必要だ
と思います。その連携の中にぜひ高校生も参加させてもらい
たいと思っています。市民の方が考える企画に高校生も参
加することによって、みんなが地元を大切に思う気持ちが深ま
り、未来の串間市につながる道筋になると思います。
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